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瓜
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篠
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室
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か
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仮
払
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め
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梓
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山
の
狐
が
渚
に
迫
り
'
山
淡
に
は
汽
串
が
売
っ
て
煉
る
0
ク
ー
ペ
タ
ト

(T
a
rb
et)

と
云
ふ
封
梓
の
埠
硯
ま
で
行
け
ば
宿
の
心
配
は
劣
る
ま
い

と
は
乗
り
舟
は
し
た
乗
客
の
意
見
で
あ
る
O
糊
頭
ア
〃
ヅ
ル
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･
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し
て
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下
す
る
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イ
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ヴ
ァ
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ネ
イ
ド
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ベ
ッ
ト
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申
泡
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湖
水
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過

す
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ゾ
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触
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で
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す
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け
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す
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摺
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ベ
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た
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懲
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榊
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ロ
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に
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湖
梓
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迫
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R
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し
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磐
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d
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瀕
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独
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搾
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迦
江
せ
し
め
ts

-

.･(
タ
ト
わ
泊
池
し
ロ
ブ
油
-

モ
ン
ド
に
入
っ
た
｡

約
梓
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湖
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岱
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概
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懸
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榊
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ベ
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湖
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山
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た
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懇
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瀬
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ワーデ
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叫
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壬
リ
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折
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摺
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よ
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岬
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湖
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'
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谷
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ソ
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ra
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西
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ア
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-

ほ
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ベ
ン
｡
ゲ
ル
ア
カ
ソ
(
B
e
n
C
ru
ach
a
n
)
の
山
が
見

る
人

私
威
赫
す
る
が
如

-
逮

-
ほ
ベ
ン

･
,林
ダ

イ
ス

(
B
e
･1

N
e
v
i.小

の
山
は
宰
私
頂
い
て
甲

乙
湖
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友
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光
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五
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中
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踏
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廿
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れ
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梓
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藷



長
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仲
井
封
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茂
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光
に
伐
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茂
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湖
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ロ
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ロ
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/
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ベ
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'

ベ
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ベ
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西
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湖
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梓
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梓
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ョ
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憧
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こ
の
節
の
紙
皿
か
れ
た
衣
と
し
て
紳
人
の
応
が
櫨
解
.1
吹
蹄

西

遊

11歩

絃

さ
れ
て
居
る
O
衣
あ
る
が
故
人
貸
し
の

7
例
で
あ
る
｡

丈
に
驚
-
可
さ

=
と
は
詩
人
.･･b
討
ゾ
に

7
人
の
般
メ
-
(M
a
ry
)
が
尉

リ
大
英
官
科
酢

兆

(E
n
cy
c‥o
p指
dia
B
rittan
ica)
の
余

部
み試
み
了
ぜ
そ
の
大
串
和

親
え
て
肘
穴

と
云
ふ週
計

で

あ
る
｡感
心
す
る
番
も
感
心
す
る
者
だ
が

'

何
れ
の
囲
み
問
は
す
m
愈
教
や
軸
敵
背
額
は
感
心
す
る
租
の
こ
と

で

も

蝕
を
J
Jと
和
知
階
に

感
心
す
る

=
と
が
め
る
｡
さ
う
し
た

7
両
の
笑
取

払
侍

へ
る
も
の
と
し
て
見
れ
ば
,
,れ
-
阿
白
い
O
菅
公
勝
掛
け
石
に
叔

上
の
興
私
党
ゆ
る
の
並
流
で
あ
る
｡

〃
ス
の
致
骨
ば
カ
ル
ゾ
｡
寸
｡
ケ
ア
リ
イ
グ

(
C
am
･m
a･C
h
eaSOig

-
C

airn
o
f
S
t.
K
e

s
s
g

)
と
云
ひ
､
殉
教
潜
の
ケ
リ
タ
グ
の
名
和
と

っ
て
数
骨
に
附
し
た
｡
約
数
の
後
そ
の
迫
恨
み
杏
群
に
包

み
上
人
の
本

国
に
造
り
淀
へ
L
i1
が
､
そ
の
野
草

(
グ
ー
ル
評
で
L
･U
･S
)
が
地
Li

根
つ
き
繁
っ
た
の
で
地
名
と
な
っ
た
と
云
ひ
､
或
は
地
力
豪
族
の
婦
人

の
柵
の
上
に
描
い
た
甘
食
花

(fl川u
r-d
e･1y
s)
が
桁
光
の
上
に
年

乙
茂

っ
た
の
で
リ
ス
か
ら
晒
靴
し
て
ル
ス

と
な
つた
と
云
ふ
O
何
れ
に
し
て

も
遜
倍
の
秤
轍
と
し
て
ほ
陳
腐
な

も
の
で
あ

る
が
'
=
の
地
に
あ
っ
て

ほ
こ
ん
な
こ
と
ま
で
興
味
の

T
J
な
る
0

ル
ス
の
坤
孤
払
去
る
=
と
竹
崎
に
し
て
大
小
の
抱
帆
が
]
桃
の
う
ち

に
終

る
｡
イ
ン
チ
｡
Tt
ナ
カ
ソ

(
rn
ch
C
Dn
n
aCh
Ein
)
の
島
は
舶
が
埠

頭
近
-
の
岬
み

曲
れ
ば

虹
に
現
れ
p紛
い
て
イ
ン
チ
芸

バ
ナ
グ
u

ln
･

c
h
T
av
an
n
a
ch
)
和

光
に
見
て
搾
悌
か
に
舶
ほ

バ
ロ

･･h
ク

(
B
alia
-h

P
ie
r)

に
拘
って
弛
む
｡
乗
客
の
多
-

代願
跳
ね
敷
ぐ
｢
休
日
脚
リ
L
の

地
方
人
で
あ
る
｡
イ
ン
チ
ヱ

-
ン
(In
ch
M
u
rrin
)
の
踏
み
月
る
窮

･詔
正

四
九



地

球

節
十

1
令

に
な
る
と

EI
碑
に
那
れ
居
る
幼
女
の
客
は
誰
が
管
孤
み
取
る
と
J
な
-

非
脚
の
地
方
散
布
嶋
か
約
め
唱
和
の
輝
と
共
'1
兄
ど
り
師
･E
く
胡
女
地

軸

の

舞
踏
払
拭
iJ
た
.
締
凝
な
る
ア
シ
｡
タ
｡
ス
-
の
･g
歌
み
牧
ふ
に
始

ま
り
終
に
は
乱
舞
と
な
る
ま
で
E
･枕
は
大
願
で

あ
る
O
弘
樹
の
満
祐
に

ょ
.AI
E
脚
に
弧
ひ
LJ
加
入
せ
し
め
ろ
O
興
紳
輔
な
ら
ん
と
す
る
切
加
点

の
伸
介
に
よ
っ
て
は
た
-
黙
止
さ
る
｡
命
令
の
博
は
る
と
北
ハ
に
集
躍
ど

っ
と
起
り
今
敦
で
抱
擁
胤
釦
の
幼
女
は
ベ
ン
チ
に
階
を
下
ろ
し
何
喰

は

め
封
み
し
て
T
ま
し
て
ゐ
る
｡
班
琶
糊
用
越

客
に
は
酔
ひ
ど
れ
の
乱
行

痴
紬
か
見
る
=
と
が
Jf=
る
が
=
の
船
長
の
娯
湖
緋
の
倍
大
な
る
にこ
け
感

心
ぜ
ざ
る
私
柑
な
か
っ
た
｡
枇
韓
の
歌
彼
等
の
挑
み
耳
に
す
る
地
方
語

の
研
究
教
に
と
っ
て
=
よ
な
さ
糊
骨
で
あ
っ
た
O

祈
･=.it
に
は
美
し
4
-.･虻
と
小代
れ
る
衣
と
私
用
閏
に
-
.
つ
俳
が
い
-
つ
も

く

船
の
弛
む
に
経

っ
て
姿
み
税
は
す
｡
ア
1
㌢
ソ
(A
rd
en
)
の
館
と

郁
ぜ
ら
る
ゝ
祉
佃
の
上
手
に
淡
桃
が
湖
水
'1
流
れ
込

む

の
が
見
え
る
｡

鮮
釣
り
に
室

杓
-
鮮
財
の
二
衰
族

マ
ッ
ク
グ
レ
.n
ル

(M
a
cg
re
g
o
rs)

と
コ
7
-
),
(
C
o
lqu
h
o
u
n
s)
と
が

七
地

組
の
初

に

流
血
の

悼
み

鼓
し
て
互
に
焼

殺
蛾
み
な

し
た
iE職
功
と
し
て
有
銘

な
フ
ル
イ
ソ
河

(T
h
e
F
ru
in
)
と
同
i
)銘
の
谷

(
T
h
e
G
ltn
O
f
F
ru
in
)

が
そ
れ

で
あ

る

｡
サ
γ
｡
ウ
ォ
ー
タ
｡
ス
Tf
タ
ト
(
S
ir
W
a
Lte
.1
Sc
o
t〇
が
作

っ

た
有
効
な
沖
歌
口
デ

リ
ッ
ク
｡..ウ
イ
ッ
グ
｡
ア
ル

パ

イ
ン
｡
ヂ
ユ

(R
o
d
e
･

rig
h
V
ic
h
A
Ip
in
3

Dhu)に
歌

へ
る

｢
菅
が
ヒ
プ
ロ

タ
沖
の
州
は
フ

〝
イ

ン
の
谷
み
朕
け
り
L

と
云
ふ
け
今
日
前
に
見
る
谷
と
流
で
あ
る
｡

バ
ロ
･ツ
ゲ
埠
頭
に
.近
づ

-
明
に
祈
梓
に

!
郭
の

館
が
見
え
る
0
十
八

第
六
髄

琵

K

五

〇

柵
栂
の
小
紋
家
ス
宅

㌦
ク
ト
(S
m
a
ietLL)
が
そ
の
家
か
ら
仏
で
今
日i
J

同
家
の
所
有
と
な

っ

て
居
る
カ

メ
ロ
ン
｡
ハ
ウ
ス
(C
a
m
e
ro
rt
}
rc
u
se)

が
そ
れ
で
あ
る
0
ス
･P
レ
ク
卜
の
小
数
は
今
日
五

批
碑
の
あ
る

こ
と
私

知
ら
ぬ
が
､
今
日
静
々
が
繊
ん
で
も
閃
白
い
約
物
で
あ
る
｡
そ
の

i
小

訟

ハ
i
フ
-
｡
ク
-
ソ
カ

(H
u
m
p

hr
ey
C
lin
k
er)
の
人
拘
ト
ピ
ア
ス

(T
o
b
ia
M)

が

T
H
訴
布
と
し
て
滞

瑚

し
た
の
も
=
の
荻
で
あ
り
､
文

壌
血
上
十
八
肋
紀
の
大
立
物
サ
･1
エ
ル
｡
'･rL
ヨ
ソ
リ
ン
博
士

(
D
r･
S
a
･

m
u
el
J
o
h
r)so
n
)
と
そ
の
儒
記
作
額

か
ス
ウ
ェ
ル

t
B
o
sw
e
il)
と
が

非
樹
高
地

淡
行

の
邸
迭
立
ち
弥

つ
た
9
も

,
)の
衣
で
あ
る
｡

バ
ロ
ブ
〃あ

埠
頭
で
は
グ
ラ
ス
ゴ
市
村
JJT,
の
飛
客
私
待
っ
て
汽
叫
は

熊
蛇
か
吐

い
て
居
る
｡
棚
に
居
拭
っ
た

新
は

只

丁
人
の

現
繁
務
で
あ

a
.
称

つ
=
と
三
時
間
ば
か
り
に
て
桝
-
船
は
バ
1:
,
(
B
a
t-TJa
h
a
)
ド

向

つ
て
艶
む
｡

右
枠
に
皿
ゆ
る
啓
の
ガ
タ
-
タ
ヒ
｡
カ
ス

〃
(B
o
h
lrich
C
a
stieU
の

城
代
虫
え
茂
れ
る
森
に
隠
れ
て
見
え
ず
.十

大
倣
紀
の
弾
紺
文
狭
サ
ア
｡

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
｡
リ
ン
汐
-
(
S
ir
.D
av
id
L
in
d
say
)
の
傑
作
と
し
て
研

ま
る
1
｢
ス
グ
ア
イ
ア
｡
メ
ル,ド
ラ
i
の
舶
放
し
(H
isto
rZ3
0
f
S
q
u
y
e
r

M
e
ld
r
u
tn
)

中
の
記
賊
に
よ
れ
ば

T
女
性

(
M

istre
いS
H
aid
ane
.
f

G
LcneagT.es)
が
包
軸
の
盛
典
マ
グ
フ
ァ
ー
レ
ン
(M
a
c
farta
n
e
山
)
の

山
雄

和

蝉
迫
L
ii
と
云
ふ
甘
城
で

あ
る
O
今
日

で
は
印
鑑
成
魚
の
紳
慨

の
別
北
と
な
っ
て
居
る
｡
成
金
が
城
か
選
っ
て
家
と
な
す
.
考

(
や
う

に
ょ
つ
て
は
多
少
の
興
な
し
と
せ
ず
で
あ
る
｡

田
上
す
る
族
称
の
H
に
最
初
に
見
え
る
比
舵
的
大
な
る
鵜
は

イ
ソ



チ
｡
ム
-
ソ
(In
ch
M
u
rrin
)
で
あ
り
余
偽
森
林
み
も
っ
て
離
ほ
れ
位

相
の
狐
秘
と
な
っ
て
摺
る
と
云
ふ
｡

榊
よ
り
射
手
に
泣
か
に
何
･B
が
見
え
る
｡

ス
コ
･h
ト
が
侍
脊
小
紀
ロ

ブ

の
ロ
イ
の
大
中
み
岱
い
た
と
云
ほ
ろ
1
衣
が
僧
院
附
妃
に
あ
る
.
級

分
の
山

は
ダ
ン
ク
-
1
ソ
(D
u
n
･C
ryn
e
)
と
云
ひ
班
女
の
丘

(H
iti

o
f
th
e
W
itU
.n
es)
-
し
て
迷
信
の
本
場
で
あ
る
.
鬼
女
群
-
ほ
兆
女

と
呼
げ
ろ
1
女
桃
に
朋
す
る
迷
信
は
近
代
科
学
の
孜

珪
す
る
造
セ
ル
ト

LU
族
が
殊
に

池
倍
し
て
ゐ
た
も
の
で
英
練
到
る
虚
に
ウ
イ
･h
チ
の
伸

餅

か
糊
JrJ未
開
に
於
て
す
ら
輸
入
の
ウ
ィ
ッ
チ
の
迷
倍
が
あ
る
Q

パ
ル
マ
に
到
り
ル
ス
(L
u
ss)
に
碑
び
抑
る
ま
で
は

7
郡
の

火
小
の

･i
?
々
み

f
川
す
る
｡
抑
湖
に
托
み
見
る
=
と
が
何
故
に
斯
-
快
感
み
常

々
に

別
へ
るか

｡
･Tn3{水
に
紙
粉
の
色
の
配
食
が
鶴
か
快
は
私
刑
ハす
か
'水

陸
と
云
ふ
堆
な
る
封
M
Jfが
は
植
わ
誘
致
す
る
か
｡
ム
-
ノ
の
桔

(
in
c.a

M
u
rrいn
)
の
比
苑
の
=
と
は
比
,1
述
べ
た
｡
プ
-
ム
ロ
ー
ズ
の
花
咲
-

グ
レ
砧

(C
re･in
ch
)'
ト
ー
ル

(T
h
o
r)
の
.桝
に
紘
払
も
つ
ト
ル
偽

(T
o

r･in
ch
)
'
プ
カ
ナ
ソ
(
B
u
c
h
an
a
n
)
家
族
の
ス
ロ
ー
が
ゾ
(S
to
･

g
a
n
)

が
･;
耗
す
る
グ
レ
ア

偽

(C
tair･in
ch
)
､
背
セ
ル
ト
民
放
の
厄

帆
の
跡
が
め
つ
た
が
政
に

老
婆
の
砧
の
我
か
称
す
る
カ
イ
-
ア
ッ
ク
鞄

(
In
ch
C
a
illiach
)
が
め
る
O

カ
イ
-
ア
タ

グ
は
71
は
ブ
カ
ナ
ゾ

旗
の
人
々
の
茄
地
が
あ
り
ス

コ
ッ

ト
が
湖
JJ
S
.tjSJL人
小

に
ユ
ー

(Y
ew
)
の
由

概
が
ア
ル
パ
イ
ン
豪

放
S
t

光
'1
除
か
作
る
と
云
つ
た
の
ほ
=
の
仏
の
=
と
で
あ
る
｡
粍
縮

み
別
れ

る
と
北
ハ
に
舶
げ
パ
ル
マ
の
埠
頭
Li箔
-
0

7･LT_

;‥u

t]･1

拙

パ
ル
マ
は
山
村
の
二
光
地
で
あ
り
敗
色
斑
に
使
用
す
る
包
S,L･=
料
と
し

て
水
耶
恨
み
製
造
す
る
工
船
が
高
さ
肺
炎
よ
り
焼
和
吐

い
て
ゐ
る
｡
=

の
附
妃
の
赦
林
に
は
材
料
の
水
が
多
虫
に
産
山
す
る
と
云
ふ
.
町
の
背

後
にニ
峠
が
あ
る
.
高
地
人
が
借
地
人
飼
光
の
晋
牛
払
掠
中
に
出
か
け
る

に
は
必
ず
=
の
沈
み
と
る
と
ス
TL
ツ
ト
が
歌
っ
た
の
は
,,の
功
虚
で
あ

る
0埠

内
払
去
る
と
ま
i1
も
島
の
迎
机
で
あ
る
0

7
7
･h
ド
砧

(
h
ch

F
ad
)
が
='=
制
に
i<
敢
LL見
え
る
O
パ
キ
ン
チ
(B
u
ck
in
ch
)
の
小
槌
に

は
｢
倫
故
給
｣
と
云
ほ
ろ
る
押
出
に
似
た
花

'

谷
何
食
.
好
糊
な
ど
の
花
が

今
か
盛
と
咲
い
て
尉
る
.迦
凶
に
て
は
百
花
剃
ね
こ
I
し
て
関
北
す
る
ロ

季
節
私
塾

っ
て
花
沖
に
見

馴

れ
た
暇
に
は
珍
布
な
感
じ
が
す
る
0
哀
悼

の
脱
｡
ブ
｡
ロ
イ
が
川
投
し
た
と
糾
せ
ら
る
ゝ

ロ
ネ
イ
グ
島

(
In
c
h

L
on
a
:Lg
)
が
静
々
み
迎
へ
る
｡
舶
長
に
地
既
蝉

的
な
説
明
か･E解
l1
就
み

る
｡
抑
も
｡
ツ
林
｡
ロ
モ
ノ
ド
の
出
水
た
の
け
糾
氷
仲
代
の
氷
の
擢
蝕

仲
川
に
よ
っ
て
湖

底
の
脱

厨
が
純
水
た
｡
そ
の
鐙
披
Liニ
ーミ
ロ
ネ
イ
グ
砧

に
兄
ゆ
る
岩
蛇
は
化
石
含
有
の
土
砂
と
階
兆
と
の
上
に
田
石
粘
土
が
湛

う
て
屠
る
と
云
ふ
｡
科
撰
歌
な
ら
ぬ
舶
解
は
只
舶
長
の
説
明
み
猷
納
傾

恥
す
る
の
み
で
あ
る
｡
次
の
樹
形
の
偽
は
ク
〃
イ
ソ
桔
(
rn
ch
C
ru
in
)

で
あ
り
､
蛇
淡
の
如
き
地
質
の
娼
め
に
韻
-
見
え
る

指
は
'
モ
イ
ソ
砧

(
rn
ch
M
o
in
)

即
ち
評
議
よ
り
苔
梅
で
あ
る
Q
i;
城
比
和
佃
に
=¥=
め

て
.i
E
る
カ
l;
T,
レ
イ
ス
偽

(
Inc
h
G
alb
ra
ith
)
が
あ
る
｡
お
舷
に
風

ゆ
る
本
土
の
地
粥

に
は
ロ
ス
ヂ
ユ

(a
.
ssd
h
u
)
の
館
跡
が
脱
踏
み
借

つ
て
抑
-
月
え
る
｡
ス
コ
タ
ト
の
誰
に
底
非
痛
み
剛
-
汝
族

コ
7
-
y

E
川
七

五

1



地

球

第
十

叫
額

C

.

.･q
u
h
o
u
n
)
の
本
城
で
あ
る
.
梓
と
桁
の
･E
然
樹
の
吐

か試
る
コ
ナ

ヵ

ソ
出

(
I
n
ch
C
.
n
ach
an
)
に
代
地
が
府

つ
た
と
て
裁

佃
に
な
り
'

J
J
の
細
水
竺

二
不

瓜
議
の

1
に
故

へ
ら
れ
､
蝿
は
｢
抑
兜
き
ぬ
｣

と
呼
ば

れ
,c
m
る
｡
ダ
バ
ナ
応

(
in
c
h
T
a
v
an
a
ch
)
は
北=
セ
ル
ト
の
寺
が
あ

っ
た
･Iu
て

仙
痛
坊
主
が
枯

(
M
o
n
打
､s

lsle)
と
或
ふ
o
ロ
ッ
.i=
,
ロ
モ

ン
ド
の
多
指
泊
み
漸
-

7
月
し
て
如
け
ル
ス

(L
u
sヨ)
埠
銃
に
締
る
O

zz
ヮ
ー
デ
ナ
ン
及
び
ダ
ー
ベ
ッ
ト
耐
埠
疎
に
立

締

り
湖
硯
の
ア
〃
ヅ
ル

イ

(A
rd
lu
‥)
蓬
じ
か
は
牛

後
の
桧
畔
な
る
塊
の
貨
と
拡
防
空
.a
ふ

が

節
六
統

四

宍

雪

7

如
-
只
倍
か
故
人
の
鮮
み

雑

ぜ
て
ひ
た
沌
り
に
薙
ろ
O
舶

LLり
も
足
早

の
汽
柿
は
末
梓
に
跳
々
の
痕

か
-;
席
に
抑
か
ぜ
て
苛
々
な
尻
臼
に
か
け

て
光
り
去
る
O
ア
ル
ヅ
ル
イ
坤
頭
に
荊

い
た
切
は
夏
の
長
さ
戟
昏
り
時

刻
で
あ

っ
㌔

二
十

践
ば

か
り
の
背
中
は
埠
頭
に
苛
み
待
ち
て
,
ア
ー

バ
フ
ォ
イ
ル
の
宿
に
肘
た
日
本
人
は
お
前
か
と
附
-
｡
何
故
に
知
れ
る

や
と
叩

(
ば

巡
滋

の
報
皆
が
あ

つ
た

と

て
正
拡

な
退
却

み
す

る
｡

宿
茎

の
あ
る
こ
と
私
m

い
て

一
安
紺
の
息

海
蛇
-
.

嵩

詣

造
岩
鋸
物

と
そ
の

顕
微
嶺

識

別
法

(

一

)

小

ノ

琢

治

1
.

緒

言

前
稿
に
岩
石
準
用
顕
微
鏡
の
使
用
激
に
就
い
て
略
説
し
た
o
次
に
岩
石
薄
片
に
現
は
れ
る
造
岩
鋸
物
を
識
別
す
る

方
法
を
ワ
イ
ン
,u

ン
氏

の
芭

石
錬
物
篇
(
節
三
版
)
に
基
い
て
略
訟
す
る
｡

造
岩
翫
物
AfJ
は
岩
石
中
に
含
ま
れ
空

足
の
化
撃
成
分
を
有
し
筒
鰻
の
焼
物
を
成
す
も
の
で
･

1
枚
の
餌
物
中
の

極
め
て
小
部
分
に
し
て
'
種
粕
に
於
い
て
は
少
数
で
地
殻
を
構
成
す
る
物
質
ビ
し
て
は
多
畳
で
あ
る
○
故
に
之
を
識


